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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 4,697 △0.0 △246 ― △312 ― △967 ―
21年12月期第3四半期 4,699 ― △277 ― △301 ― △305 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 △19.99 ―
21年12月期第3四半期 △6.85 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 5,522 876 15.3 17.50
21年12月期 7,127 1,864 25.9 38.12

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  847百万円 21年12月期  1,844百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年12月期 ― 0.00 ―
22年12月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,760 2.3 △290 ― △350 ― △1,020 ― △21.07



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に掲載されている業績予想等に関する記述は現時点で入手可能な情報に基づき算出した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれている
ため、実際の業績は予想数値と異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q 48,510,587株 21年12月期  48,510,587株
② 期末自己株式数 22年12月期3Q  110,356株 21年12月期  107,647株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q 48,401,361株 21年12月期3Q 44,610,669株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日～平成22年９月30日）の概況   

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年度の世界的な不況の影響が持続し、一部製造業で回復

の兆しが見えはじめましたが、個人消費の低迷が続いております。 

 このような状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は46億9千7百万円(前年同期比

0.0％減）にとどまりました。損益面では営業損失2億4千6百万円（前年同期は営業損失2億7千7百万円）、経常

損失3億1千2百万円（前年同期は経常損失3億1百万円）、四半期純損失は文具部門他における減損損失8億1千5百

万円を計上したため9億6千7百万円（前年同期は四半期純損失3億5百万円）となりました。  
  
 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。  

（ロボット機器部門）  

 国内外の企業の設備投資の停滞は底を脱しつつあり、受注及び売上が漸く回復基調になり、売上高は14億1千9

百万円（前年同期比41.8％増）、営業利益1千2百万円（前年同期は営業損失1億6千8百万円）となりました。  

（文具部門） 

 個人消費の低迷及び法人需要の減少は引続いており、売上高は32億7千8百万円（前年同期比11.4％減）、営業

損失は2億5千8百万円（前年同期は営業損失1億8百万円）となりました。  

  所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。  
         

 日本は売上高43億4千万円（前年同期比1.2％減）、営業損失2億7千7百万円（前年同期は営業損失2億9千5百万

円）、北米は売上高2億6千6百万円（前年同期比15.4％増）、営業利益2千6百万円（前年同期比415.3％増）、欧

州は売上高9千万円（前年同期比22.3％増）、営業利益4百万円（前年同期比62.7％減）となりました。 
   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 ①資産、負債及び純資産の状況  

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、55億2千2百万円となり、前連結会計年度末と比較して16億5

百万円減少しました。これは主として特別損失に固定資産の減損損失8億1千5百万円を計上した他、売上債権、

有形固定資産、投資有価証券の減少によるものであります。 

 負債は、社債及び長期借入金の減少、短期借入金の増加等により6億1千8百万円減少して、46億4千5百万円に

なりました。 

 純資産は、土地再評価差額金の増加、利益剰余金の減少等により9億8千7百万円減少して、8億7千6百万円にな

りました。     

 ②キャッシュ・フローの状況  

 当第３四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比較して、1億3千3百万円

減少し、5億9千9百万円になりました。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、3千2百万円の支出になりました。増減の主な要因は、増加要因として

減損損失8億1千5百万円、売上債権の減少額3億8千6百万円等で、減少要因としては税金等調整前四半期純損失10

億3千7百万円、棚卸資産の増加額1億8千8百万円、投資有価証券割当益8千8百円等です。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入3億3千3百万円等により、3億6千9百万

円の収入になりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、減少要因として長期借入金の返済支出3億8百万円、社債の償還3億5千

5百万円等、増加要因として短期借入金の純増加2億1千7百万円等により、4億4千7百万円の支出となりました。 
  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  平成22年度の今後の第３四半期末以降を展望しますと、国内外で一部の製造業で業績の回復が伝えられており

 ますが、法人需要や個人消費は引き続き低迷が続いております。このような経済環境のもと、当社グループのセ

 グメント見通しは以下のとおりです。  

（ロボット機器部門） 

 標準機は中国をはじめとする東南アジアを中心に、新型標準機ＲＺ－Σの受注が好調に推移しており、特注機

は国内を中心に、医療、食品関係からの受注が堅調ながら増えています。引き続き中国市場や東南アジアへの標

準機の拡販に努め、販売台数を増やしていく計画です。また、これまで実施してきた製造工程の見直し及び原材

料費の削減による原価低減や販売管理費用の削減等を徹底して経費圧縮に努めてまいります。 

（文具部門） 

 個人消費及び法人需要の低迷は今後も続くものと考えられますが、発売し好評をいただいております音声ペン

のコンテンツを増加して市場投入を行い、マイカルタ万年筆、フェアラインシリーズで売上拡大を図ってまいり

ます。経費削減策として、引続き材料費を含む仕入商品価格の見直しや、販売管理費の削減を更に徹底してまい

ります。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

  重要事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

②たな卸資産の評価方法 

 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

  該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

   当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日）  

 当社グループは、前々連結会計年度2億8千4百万円、前連結会計年度4億2千1百万円の営業損失を計上し、また

当第３四半期連結累計期間においては2億4千6百万円の営業損失及び9億6千7百万円の四半期純損失を計上してお

ります。当該状況により継続企業の前提に重要な疑義が生じさせるような状況が存在しております。 

 当社は当該状況を解消・改善すべく以下のとおり積極的な営業活動を展開し、早期の黒字化を目指して参りま

す。 

 ロボット機器部門におきましては、国内外の企業の設備投資は底を脱しつつあり、当第３四半期連結累計期間

においては前年同期と比べ売上高は41.8％増加し、若干ながら営業利益を計上し、確実に回復基調になってきて

おります。今後も引続き売上及び受注の拡大を図るため、無線コントローラ搭載ＲＺ－Σや携帯電話用ミニナッ

トインサートシステムの改良を行うとともに、あらたにナット熱圧入装置を開発し、経済発展が目覚しい中国市

場及び米国市場を中心に積極的な販売活動を展開していく計画です。  

 文具部門におきましては、個人消費の低迷及び法人需要の減少が続いたこと等により、当第３四半期連結累計

期間における売上高は前年同期と比べ遺憾ながら11.4％減となりました。このような厳しい状況ではあります

が、好評いただいております音声ペン事業の拡大、当社の低価格帯筆記具の主力であるフェアラインシリーズの

アイテム数増加及び高級品市場向けとして耐久性・吸湿性・実用性に優れた新素材マイカルタを使用したマイカ

ルタ万年筆等で売上高の増加に努力して参ります。 

 さらに、当社は抜本的に業績回復を図るため、事業再構築に向けた中期経営計画（平成23～25年）を現在鋭意

策定中であり、策定後速やかに公表する予定であります。  

 しかしながら、これらの対応策の実現可能性と効果は、他社製品との競合、市況及び需要動向等の影響に負う

ところもあるため、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 当社としましては、当該不確実性を出来るだけ速やかに払拭できるよう全社を挙げて鋭意努力を続けて参りま

す。 

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 604,449 738,122

受取手形及び売掛金 1,380,482 1,771,118

商品及び製品 914,472 806,098

仕掛品 237,968 214,515

原材料及び貯蔵品 628,932 575,999

その他 99,414 124,243

貸倒引当金 △62,622 △62,272

流動資産合計 3,803,097 4,167,824

固定資産   

有形固定資産   

土地 953,233 1,452,363

その他（純額） 178,311 611,269

有形固定資産合計 1,131,544 2,063,633

無形固定資産 5,153 12,703

投資その他の資産   

投資有価証券 433,294 731,295

その他 223,716 226,292

貸倒引当金 △74,636 △73,855

投資その他の資産合計 582,374 883,732

固定資産合計 1,719,072 2,960,068

資産合計 5,522,169 7,127,893

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 976,341 1,018,858

短期借入金 2,173,540 1,956,440

1年内返済予定の長期借入金 50,200 333,200

1年内償還予定の社債 － 355,000

未払法人税等 16,272 19,897

賞与引当金 20,770 6,488

事業構造改善引当金 27,154 28,604

その他 188,374 156,472

流動負債合計 3,452,652 3,874,961

固定負債   

長期借入金 － 25,300

リース債務 12,008 10,428

退職給付引当金 817,667 879,620

繰延税金負債 11,573 25,780

再評価に係る繰延税金負債 351,357 447,293

固定負債合計 1,192,607 1,388,423

負債合計 4,645,260 5,263,384



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,095,000 2,095,000

資本剰余金 463,695 463,695

利益剰余金 △2,255,420 △466,884

自己株式 △19,563 △19,406

株主資本合計 283,710 2,072,403

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 59,335 87,398

土地再評価差額金 512,140 △309,014

為替換算調整勘定 △7,989 △5,850

評価・換算差額等合計 563,486 △227,466

少数株主持分 29,711 19,571

純資産合計 876,909 1,864,508

負債純資産合計 5,522,169 7,127,893



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 4,699,778 4,697,911

売上原価 3,478,545 3,474,231

売上総利益 1,221,232 1,223,679

販売費及び一般管理費 1,498,337 1,469,910

営業損失（△） △277,105 △246,231

営業外収益   

受取利息 1,057 350

受取配当金 10,834 6,840

為替差益 12,579 －

持分法による投資利益 9,919 －

その他 4,040 4,446

営業外収益合計 38,431 11,637

営業外費用   

支払利息 55,654 55,038

為替差損 － 4,911

持分法による投資損失 － 1,241

その他 7,455 17,086

営業外費用合計 63,109 78,278

経常損失（△） △301,783 △312,871

特別利益   

投資有価証券売却益 48,469 －

投資有価証券割当益 － 88,620

受取保険金 － 25,844

特別利益合計 48,469 114,464

特別損失   

たな卸資産評価損 6,380 －

貸倒引当金繰入額 1,847 －

保険解約損 21,474 －

固定資産除売却損 1,795 6,486

ゴルフ会員権売却損 2,257 －

投資有価証券売却損 － 17,196

減損損失 － 815,192

特別損失合計 33,754 838,876

税金等調整前四半期純損失（△） △287,069 △1,037,283

法人税、住民税及び事業税 16,029 14,142

法人税等調整額 － △95,935

法人税等合計 16,029 △81,793

少数株主利益 2,623 11,890

四半期純損失（△） △305,721 △967,380



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △287,069 △1,037,283

減価償却費 143,502 118,368

固定資産除売却損益（△は益） 2,425 6,486

減損損失 － 815,192

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,847 1,130

受取保険金 － △25,844

受取利息及び受取配当金 △11,891 △7,190

支払利息 55,654 55,038

持分法による投資損益（△は益） △9,919 1,241

投資有価証券売却損益（△は益） △48,469 17,196

保険解約損益（△は益） 21,474 －

売上債権の増減額（△は増加） 601,398 386,016

たな卸資産の増減額（△は増加） 39,190 △188,803

仕入債務の増減額（△は減少） △357,242 △28,812

為替差損益（△は益） 610 6,126

投資有価証券割当益 － △88,620

その他 △12,121 △17,778

小計 139,389 12,465

利息及び配当金の受取額 11,891 7,190

利息の支払額 △57,886 △57,796

法人税等の支払額 △27,169 △19,897

保険金の受取額 － 25,844

営業活動によるキャッシュ・フロー 66,225 △32,193

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △5,000 △5,000

定期預金の払戻による収入 5,000 5,000

有形固定資産の取得による支出 △82,182 △79,883

無形固定資産の取得による支出 △3,188 －

有形固定資産の売却による収入 － 105,000

投資有価証券の売却による収入 134,802 333,089

貸付けによる支出 △3,700 △2,700

貸付金の回収による収入 2,770 3,607

保険積立金の解約による収入 254,813 －

その他 6,372 10,277

投資活動によるキャッシュ・フロー 309,689 369,390

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △71,100 217,100

長期借入金の返済による支出 △124,900 △308,300

社債の償還による支出 △270,000 △355,000

その他 △451 △1,721

財務活動によるキャッシュ・フロー △466,451 △447,921

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,721 △22,948

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △94,259 △133,673

現金及び現金同等物の期首残高 679,208 733,122

現金及び現金同等物の四半期末残高 584,948 599,449



 当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日）  

 当社グループは、前々連結会計年度2億8千4百万円、前連結会計年度4億2千1百万円の営業損失を計上し、また

当第３四半期連結累計期間においては2億4千6百万円の営業損失及び9億6千7百万円の四半期純損失を計上してお

ります。当該状況により継続企業の前提に重要な疑義が生じさせるような状況が存在しております。 

 当社は当該状況を解消・改善すべく以下のとおり積極的な営業活動を展開し、早期の黒字化を目指して参りま

す。 

 ロボット機器部門におきましては、国内外の企業の設備投資は底を脱しつつあり、当第３四半期連結累計期間

においては前年同期と比べ売上高は41.8％増加し、若干ながら営業利益を計上し、確実に回復基調になってきて

おります。今後も引続き売上及び受注の拡大を図るため、無線コントローラ搭載ＲＺ－Σや携帯電話用ミニナッ

トインサートシステムの改良を行うとともに、あらたにナット熱圧入装置を開発し、経済発展が目覚しい中国市

場及び米国市場を中心に積極的な販売活動を展開していく計画です。  

 文具部門におきましては、個人消費の低迷及び法人需要の減少が続いたこと等により、当第３四半期連結累計

期間における売上高は前年同期と比べ遺憾ながら11.4％減となりました。このような厳しい状況ではあります

が、好評いただいております音声ペン事業の拡大、当社の低価格帯筆記具の主力であるフェアラインシリーズの

アイテム数増加及び高級品市場向けとして耐久性・吸湿性・実用性に優れた新素材マイカルタを使用したマイカ

ルタ万年筆等で売上高の増加に努力して参ります。 

 さらに、当社は抜本的に業績回復を図るため、事業再構築に向けた中期経営計画（平成23～25年）を現在鋭意

策定中であり、策定後速やかに公表する予定であります。 

 しかしながら、これらの対応策の実現可能性と効果は、他社製品との競合、市況及び需要動向等の影響に負う

ところもあるため、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の

影響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年１月１日 至平成21年９月30日） 

   

当第３四半期連結累計期間（自平成22年１月１日 至平成22年９月30日） 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
ロボット機器
（千円） 

文具 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売 上 高  

(1)外部顧客に対する売上高  1,001,327  3,698,450  4,699,778  －  4,699,778

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  1,001,327  3,698,450  4,699,778  －  4,699,778

営業損失(△)  △168,827  △108,277  △277,105  －  △277,105

  
ロボット機器
（千円） 

文具 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売 上 高  

(1)外部顧客に対する売上高  1,419,565  3,278,345  4,697,911 －  4,697,911

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  1,419,565  3,278,345  4,697,911  －  4,697,911

営業利益又は営業損失(△)  12,579  △258,811  △246,231  －     △246,231



   〔所在地別セグメント情報〕  

  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年１月１日 至平成21年９月30日） 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年１月１日 至平成22年９月30日） 

  

   〔海外売上高〕  

  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年１月１日 至平成21年９月30日） 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年１月１日 至平成22年９月30日） 

  

  

  該当事項はありません。 

  

  
日本 

（千円） 
北米 

（千円） 
欧州 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全 
社（千円） 

連結 
（千円） 

売 上 高   

(1)外部顧客に対する売上高  4,394,325  231,292  74,159  4,699,778  －  4,699,778

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  － －  －

計  4,394,325  231,292  74,159  4,699,778 －  4,699,778

営業利益又は営業損失(△)  △295,144  5,089  12,948  △277,105  －  △277,105

  
日本 

（千円） 
北米 

（千円） 
欧州 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全 
社（千円） 

連結 
（千円） 

売 上 高   

(1)外部顧客に対する売上高  4,340,336  266,857  90,716  4,697,911  －  4,697,911

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

計  4,340,336  266,857  90,716  4,697,911    －  4,697,911

営業利益又は営業損失(△)  △277,291  26,225  4,835  △246,231  －  △246,231

  アジア 欧州 北米 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  239,477  57,070  243,297  7,614  547,460

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  －  －  4,699,778

Ⅲ 海外売上高の連結売上高に占める割合(％)  5.1  1.2  5.2  0.2  11.6

  アジア 欧州 北米 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  353,726  53,161  264,906  2,532  674,327

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  －  －  4,697,911

Ⅲ 海外売上高の連結売上高に占める割合(％)  7.5  1.1  5.6  0.1  14.4

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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